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目
次)

 

 

見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
７
５
年
（
一
〇
七
） 

 

第
四
章
：
中
東
の
戦
争
と
平
和
（
二
十
一
） 

 

一
〇
七 

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
革
命(

二―

三)
 

 

白
色
革
命
に
よ
っ
て
最
も
影
響
を
蒙
っ
た
の
が
都
市
の
バ
ザ
ー
ル(

市
場)

商
人
で
あ
り
、
或
い
は
イ
ス
ラ
ー
ム

聖
職
者
た
ち
の
宗
教
勢
力
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
が
隊
商
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
商
人
階
層
と
宗
教
階
層
は
相
性
が
良
い
。
中
東
の
商
人
の
力
は
侮
り
が
た
い
。
商
人
た

ち
と
聖
職
者
は
協
力
し
て
シ
ャ
ー
体
制
に
抵
抗
し
た
。
抵
抗
運
動
に
対
し
て
皇
帝
は
彼
ら
を
容
赦
な
く
投
獄
或
い

は
国
外
追
放
し
た
。
宗
教
指
導
者
の
ホ
メ
イ
ニ
師
も
国
外
に
追
放
さ
れ
、
パ
リ
か
ら
抵
抗
運
動
を
指
導
し
た
。 

 

１
９
７
８
年
、
ホ
メ
イ
ニ
師
に
対
す
る
中
傷
記
事
を
き
っ
か
け
に
聖
地
コ
ム
で
暴
動
が
発
生
、
そ
れ
を
弾
圧
す

る
政
府
に
抗
議
し
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
樹
立
を
叫
ぶ
デ
モ
が
燎
原
の
火
の
ご
と
く
イ
ラ
ン
全
土
に
波
及
し
た
。
１
９

７
９
年
一
月
、
つ
い
に
皇
帝
シ
ャ
ー
は
国
外
に
退
去
し
、
入
れ
替
わ
り
に
ホ
メ
イ
ニ
師
が
パ
リ
か
ら
帰
国
、
つ
い

に
イ
ス
ラ
ム
革
命
が
成
功
し
た
の
で
あ
る
。 

 同
年
四
月
、
国
民
投
票
に
よ
り
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
の
樹
立
が
宣
言
さ
れ
た
。
ホ
メ
イ
ニ
師
が
提
唱
し
た
「
法
学

者
の
統
治(

ベ
ラ
ヤ
ッ
ト
・
フ
ァ
ギ
ー)

」
が
国
家
体
制
の
基
礎
と
さ
れ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
近
代
社
会
で
初
め
て
宗

教
国
家
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
ベ
ラ
ヤ
ッ
ト
・
フ
ァ
ギ
ー
と
は
イ
ラ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
信
者
の
多
数
を
占
め
る
シ
ー
ア
派
十
二
イ
マ
ー

ム
派
特
有
の
法
理
論
で
あ
り
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
死
後
そ
の
教
え
を
引
き
継
ぐ
宗
教
指
導
者
イ
マ
ー
ム
が
十
二
代
目
で
途
絶
え
（
イ
マ
ー
ム

http://ocininitiative.maeda1.jp/107PeaceOnHorizenChapter4-21English.pdf
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は
お
隠
れ
に
な
っ
た
）
、
い
ず
れ
の
日
か
マ
ハ
デ
ィ(

救
世
主)

が
現
れ
る
ま
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
指
導
者
が
マ
ハ
デ
ィ
に
代
わ
っ
て
世
の
中
を

治
め
る
と
す
る
理
論
で
あ
り
、
宗
教
支
配
を
正
当
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
イ
ラ
ン
は
世
界
で
も
稀
な
宗
教
国
家
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。 
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